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令和３年度 第２回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会 議事録 

 

日時：令和３年１０月２２日（金）午後７時４５分から 

場所：市役所１０階第６会議室 

 

会議次第 

 

１ 開  会 

 

２ 議  題 

（１）第１回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録の確認について 

（２）第２期おびひろこども未来プランの進捗状況について 

（３）公立保育所再編に係る取組み経過について 

（４）保育士確保の取組みについて 

 

３ そ の 他 

 

４ 閉  会                         

 

  会議資料 

・資料１ 第１回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録 

・資料２ おびひろこども未来プラン令和２年度進捗状況報告書 

・資料３ 帯広市公立保育所再編ニュース 

・資料４ 保育職場就労支援セミナーおびひろの開催概要 

・資料５ 帯広市日赤東保育所の移管先法人の決定について 

 

〇 出席委員（１８名中１３名出席） 

成田委員、樋渡委員、廣瀬委員、明神委員、山本委員 

小澤専門委員、宮崎専門委員、佐藤専門委員、武田専門委員 

西野部会員、水野部会員、下鳥部会員、中村部会員、 

 

〇 事務局 

佐藤こども福祉室長、郡谷こども課長、坂本主幹、柴山課長補佐、 

山名子育て支援課長、中山健康推進課健康第２係長 
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令和３年度 第２回「帯広市健康生活支援審議会児童育成部会」 議事録 

 

 

１．開 会 

（事務局） 

 

 

２．議 事 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日より新たに就任した、廣瀬委員（一般社団法人帯広市医師会）

のご紹介。 

 

 

（１）第１回帯広市健康生活支援審議会児童育成部会議事録の

確認について 

第１回の議事内容について特に修正がなければ、この内容をもっ

て、市ホームページへ掲載したい。 

 

（質疑なし） 

 

（２）第２期おびひろこども未来プランの進捗状況について 

 本計画については、令和２年度から令和１１年度までの１０年間

を計画期間とする２期目の計画となっており、今年度が２期目初年

度の進捗状況の報告となる。 

１ページ、本計画の目標値として３つの項目を設定しているが、 

特に子育て支援に関わる支援活動者数については、コロナ禍による

影響を大きく受け大幅に減少した。 

２ページ、基本施策の進捗状況の総括表となっており、第７期帯

広市総合計画に合わせてこれまでの４段階から３段階の評価区分

に変更した。 

進捗状況区分の考え方について、Ｂを基本として、例年通りの取

り組みに加えて新たな取り組みを実施したことなどにより、目標達

成に向け十分成果が現れているものをＡとしている。また、例年通

りの取り組みが実施できなかったことにより、目標達成に向け成果

が現れていないもの、特に、今般のコロナの影響により、実施でき

なかった事業を含むものをＣとした。 

結果、「Ａ」が１項目で６％ 

「Ｂ」が１０項目で６２％ 

「Ｃ」が ５項目で３１％ となった。 

特にコロナの影響により中止・縮小された事業がある施策につい

ては、Ｃとしており、全体的に影響を受けた施策が多くなった。 
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（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委 員） 

(事務局) 

 

 

 

（事務局説明） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（質疑なし） 

 

（３）公立保育所再編に係る取組み経過について 

資料３については、今後、民間移管や定員縮小を計画している保

育所の保護者に対して行った説明会において、様々なご質問やご意

見をいただいたものをまとめて、全保護者に配付したもの。 

資料５について、帯広市日赤東保育所の移管先法人について本日

決定したので、取り急ぎ報告するもの。 

移管先は社会福祉法人池田光寿会となった。理由については記載

のとおり。先ほど、日赤東保育所の保護者に取り急ぎ報告をしたと

ころ。 

今後のスケジュールとして、保護者、移管先法人、市による施設

運営に係る協議を行い、１年かけて施設運営に係る引き継ぎを行

い、令和５年４月から移管先法人による施設運営ということで予定

しているもの。 

保護者に安心していただき、安定した保育を行っていただけるよ

う、これから十分な協議を行いながら、努めてまいりたい。 

 

引き継ぎとは１年かけてどのようなことをやるのか。 

児童や保護者との信頼関係を築き、安心して民間移管を進めるた

め、移管先法人から保育士を数名派遣していただき、各クラスでの

保育業務を行いながら引き継ぐことを想定している。 

 

（４）保育士確保の取組みについて 

保育の仕事に興味がある方が不安なく保育現場へ就労していた

だくため、保育の基本を学べるセミナーと市内各保育施設への就労

について、映像を使っての紹介を実施したもの。 

２１名（女性２０名、男性１名）の参加があり、事後のアンケー

トでは、保育所のことや保育士の仕事が分かりやすい資料になって

いてよかった、各施設の映像で雰囲気を感じられてよかったなどの

声をいただいている。 

今後も、参加者と各施設を繋ぎ、保育士確保に取り組んでまいり

たい。 
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３．その他 

（委 員） 

 

 

(事務局) 

 

 

（委 員） 

 

 

 

 

 

(事務局) 

 

 

 

 

（質疑なし） 

 

 

 

テレビで保育士の虐待の放送を見たが、本市でそのような事例が

あるのか。 

 

そのような報告はない。 

各職場でもそのようなことがないよう研修にも取り組んでいる。 

 

コロナワクチンについて、予約も減っておりだいぶ接種が進ん

だ。高校生も接種している。外国ではワクチンを接種したのにマス

クを着用せず感染が広がっている。十勝は最近発症者が発生してい

ないが、皆さんも引き続き対策をお願いしたい。この冬はインフル

エンザのワクチンも少ない。 

 

次回、児童育成部会は来年２月を予定している。ご参集願いたい。 

 

（了） 

 

 

 

 

 


